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l気象・水文
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図2.2（左）降雨強度，（中） 7月5日00時からの積算雨量，（右）土壌雨量指数

積算雨量と土壌雨量指数について，星印は土砂災害発生場所を示し，図の

タイトルが赤字であるのは土砂災害があったおよその時刻であることを意
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図2.3 XバンドMPレーダーから作成した（左）平成30年7月豪雨と（右）平成29年九州北部豪雨のレーダー反射強度の立体図
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(b）数値シミュレーションによる土石流の最大流動深

図－2斜面上の土石流の流下経路と数値シミュレーションによる土石流の最大流動深の比較（単位： m)



l主主

防災操作中の日吉ダム

淀川水系桂川支流の曽我谷川および西側水田における氾濫

琴原川樋門等の閉鎖により浸水した福知山市参原地区・河守地区の住宅地



l情報・避難・災害対応

実績流量に対するアンサンプル順位の空間分布

被災事例（F事例・C事例）の中で見過ごされる災害ポテンシャル事例（P事例）

左図（F事例）．岡山県倉敷市真備町、右図（P事例） ：京都府京都市伏見区
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